
受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
令和４年度八街市・八街市教育委員会定例表彰式令和４年度八街市・八街市教育委員会定例表彰式
　２月５日㈰、中央公民館で市政の発展に尽力された方をたたえる令和４年度八街市・八街市
教育委員会定例表彰式が行われ、今年度は功績が顕著な 53 人と３団体に市または教育委員会
から表彰状と記念品が贈られました。
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人口の動き　2 月１日現在　人口 67,289 人（前月比－ 107 人）　男 34,547 人 女 32,742 人 世帯数 32,567 世帯
カタクリの花
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令和５年度分「高齢者外出支援タクシー利用助成券」令和５年度分「高齢者外出支援タクシー利用助成券」
 「はり・きゅう・マッサージ等施設利用券」のご案内 「はり・きゅう・マッサージ等施設利用券」のご案内
　令和４年度に「高齢者外出支援タクシー利用助
成券」   「はり・きゅう・マッサージ等施設利用券」
の交付を受けた方に、令和５年度分の助成券・利
用券を３月22日㈬頃に発送します。
　②の対象者と助成券などの交付を現在受けてい
ない方は申し込みが必要となります。
高齢者外出支援タクシー利用助成券の対象者
①65歳以上で自動車・原付自転車などの運転免許
　証がない方（免許証の交付を受けたことのない
　方、返納した方、取り消しされた方）
②65歳以上で運転免許証を持っているが、病気な
　どで自動車などを運転することができない方
　 （診断書の提出が必要です）
※10月以降はデマンド型乗合タクシー実証運行を
開始しますので、利用期限は９月30日㈯までとな
ります。
※高齢者外出支援タクシー利用助成を受けていた
方でも、福祉タクシー利用助成券の対象になる方
は、10月から障がい福祉課で申請ができます。
はり・きゅう・マッサージ等施設利用券の対象者
 ・65歳以上の方
　利用券は、市内14カ所・市外57カ所の施術所で
医療保険の適用されない施術に使用できます。
助成券・利用券の発行枚数
 ・高齢者外出支援タクシー利用助成券　　　18枚
 ・はり・きゅう・マッサージ等施設利用券　12枚
　令和５年度の高齢者外出支援タクシー利用助成
券の交付枚数は、申請月により異なりますので、
初めての方は４月中の申請をお勧めします。

10 月からデマンド型乗合タクシー実証運行を開始10 月からデマンド型乗合タクシー実証運行を開始
　デマンド型乗合タクシーとは、予約に応じて、
自宅から市内の公共施設や病院、商業施設などの
決まった乗降ポイントまで同じ時間帯の利用を希
望した方と乗り合いで送迎する公共交通です。
　利用する場合には、事前に登録が必要となりま

す。 「令和５年度の高齢者外出支援タクシー利用
助成券」が発送される方は、登録用紙を同封しま
すので、記入し企画政策課へ返送してください。

令和５年度分「福祉タクシー利用券」のご案内令和５年度分「福祉タクシー利用券」のご案内
　令和４年度中に交付を受けた方に、令和５年度
分の「福祉タクシー利用券」を３月31日㈮までに
発送します。 （申請不要です）
　現在、利用券の交付を受けていない方は申請が
必要で、郵送による申請も受け付けします。
 （令和４年度分も申請受付中です）
　タクシー利用券は、「高齢者外出支援タクシー」  
 「福祉タクシー」どちらかを選択してください。
※現在、交付している利用券の有効期限は３月31
日㈮までです。
対①身体障害者手帳１・２級の方（視覚障害、下
　　肢機能障害・体幹機能障害の方は３級まで）
　②療育手帳のⒶ・Ⓐの１・Ⓐの２・Ａの１・Ａ
　　の２の方
　③精神障害者保健福祉手帳１級の方
申請に必要なもの
 ・本人の身体障害者手帳または療育手帳、精神障
　害者保健福祉手帳
交付枚数　年間最高48枚
　 （申請月により交付枚数が異なります）
※腎臓機能障害により人工透析療法を受けている
方（１級に限る）は、年間最高96枚交付します。
助成額　１枚につき５００円
　乗車１回につき２枚までで助成金の合計額が乗
車料金を超えない範囲です。利用券は、市内外83
のタクシー会社で使用できます。
問○高齢者外出支援タクシー利用助成券、はり・
　　きゅう・マッサージ等施設利用券に関すること
　　地域包括支援センター　☎４４３－１２０７
　○デマンド型乗合タクシーに関すること
　　企画政策課　☎４４３－１１１４
　○福祉タクシー利用券に関すること
　　障がい福祉課　☎４４３－１６４９
　　　　　　　　　　４４３－１７４２
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Ｔ
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Ｐ
Ｓ
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と
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２
‐
１
６
９
６
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
障
が
い
福
祉
課

　

☎
４
４
３
‐
１
６
４
９

　
　

４
４
３
‐
１
７
４
２

第第
1414
回
春
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
で

回
春
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
で

　
　
　
　
　
　

桜
を
眺
め
な
が
ら
佐
倉
を
歩
こ
う

　
　
　
　
　
　

桜
を
眺
め
な
が
ら
佐
倉
を
歩
こ
う

時
３
月
12
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午　

　

受
付　

午
前
８
時
45
分
～

※
当
日
の
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前

７
時
45
分
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

の
携
帯
番
号
（
☎
０
９
０
‐
４
３

７
８
‐
１
９
９
６
）
に
お
願
い
し

ま
す
。

コ
ー
ス
（
約
６ 

・
５
㎞
）

　

Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
北
口
集
合
→
小
沼

　

児
童
公
園
→
ひ
よ
ど
り
坂
→
佐

　

倉
城
址
公
園
→
旧
堀
田
邸
→
Ｊ

　

Ｒ
佐
倉
駅
北
口
到
着

※
Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
北
口
に
集
合

対
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　

学
者

定
30
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
で
す
。

申
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
３
月
10
日

　

㈮
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
電
話
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

費
無
料

持
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル
、
歩
き
や
す

　

い
服
装
、
靴
、
手
袋
、
帽
子
、

　

飲
み
物
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
は
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
で
用
意
し
ま
す
。

※
駐
車
場
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
各
所
パ

ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
開
花
状
況
に
よ
り
桜
が
ご
覧
に

な
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
５

　
　

４
４
３
‐
８
０
０
５

　
　

suposhin@city.yachimata.lg.jp

FAX

FAX

問

対

FAX問問

時対定

費 申持

問

Eメール FAX

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
‐
０
８
１
５



３ 令和 5 年 3 月 1 日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報広報ややちちままたた

３
月
の
移
動
交
番
情
報

３
月
の
移
動
交
番
情
報

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　

八
街
五
方
杭
店

②
ラ
ン
ド
ロ
ー
ム
東
吉
田
店

③
イ
オ
ン
八
街
店

④
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
&
グ
リ
ー
ン

　

八
街
中
央
店

⑤
カ
ス
ミ
朝
日
店

⑥
上
砂
や
す
ら
ぎ
の
家

⑦
文
違
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑧
南
部
老
人
憩
い
の
家

⑨
一
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑩
富
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑪
泉
台
区
民
セ
ン
タ
ー

⑫
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
山
田
台
店

午
前
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

午
後 

：
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
事
件
事
故
の
発
生
、
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
佐
倉
警
察
署
八
街
幹
部
交
番　

☎
４
８
４
︲
０
１
１
０
内
線
５
１
５

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

⑥ ⑨ ⑧ ⑤
５ ６ ７ ８ ９ 10 11

① ⑦ ③ ⑫ ② ⑩ ④ ⑨
12 13 14 15 16 17 18

⑥ ⑧ ⑦ ⑪ ⑫ ⑤ ③
19 20 21 22 23 24 25

⑨ ② ① ⑧ ⑥
26 27 28 29 30 31

⑫ ⑦ ③ ② ⑩ ④ 午前 午後

　一般曹候補生は、①および②で採用予定数を満たせる
場合は③を実施しない場合があります。
申自衛隊千葉地方協力本部
　成田地域事務所
　☎０４７６−２２−６２７５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専

門
職
が
連
携
を
と
り
、
高
齢
者
の

支
援
を
し
ま
す
。 

「
認
知
症
や
介

護
予
防
に
つ
い
て
知
り
た
い
」「
退

院
後
の
生
活
が
心
配
」「
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
高
齢
者
虐
待
防
止
と

成
年
後
見
人
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
外
出

す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
精
神

的
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
り
、
介

護
負
担
の
増
加
や
経
済
的
問
題
が

要
因
と
な
っ
て
高
齢
者
虐
待
に
至

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
抱
え
込

ま
ず
に
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
、

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
策
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
行
為
は
高
齢
者
虐
待
で
す

 

・
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
の
で
叩

　

い
て
い
る
。

 

・
介
護
や
世
話
が
大
変
な
の
で
世

　

話
を
し
な
い
。

 

・
徘
徊
し
な
い
よ
う
に
部
屋
に
閉

　

じ
込
め
て
い
る
。

 

・
年
金
な
ど
を
本
人
以
外
の
た
め

　

に
つ
か
っ
て
い
る
。

 

・
下
半
身
を
裸
に
し
た
ま
ま
に
し

　

て
い
る
。

　

生
命
・
身
体
に
重
大
な
危
険
が

高
齢
者
の
相
談
窓
口　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
（
８
）

高
齢
者
の
相
談
窓
口　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
（
８
）

生
じ
て
い
る
よ
う
な
高
齢
者
虐
待

を
発
見
し
た
場
合
、
迷
わ
ず
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。（
通
報
者
の
秘
密
は

守
り
ま
す
）

成
年
後
見
人
と
は

　

あ
な
た
の
判
断
能
力
は
衰
え
て

い
ま
せ
ん
か
。
大
切
な
資
産
の
処

分
や
施
設
入
所
の
契
約
な
ど
の
と

き
に
相
談
で
き
る
方
は
い
ま
す
か
。

　

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
十

分
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の

方
の
権
利
を
守
り
、
支
え
る
人
が

成
年
後
見
人
で
す
。

　

親
族
や
弁
護
士
な
ど
を
自
分
で

選
び
、
公
証
役
場
で
登
録
し
て
お

く
「
任
意
後
見
人
」
と
、
判
断
能

力
が
衰
え
た
場
合
に
親
族
な
ど
か

ら
の
申
し
立
て
に
よ
り
、
家
庭
裁

判
所
が
後
見
人
を
選
ぶ
「
法
定
後

見
人
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

後
見
人
に
は
、
親
族
や
弁
護
士

の
ほ
か
、
司
法
書
士
や
社
会
福
祉

士
な
ど
が
選
ば
れ
、
生
活
費
の
支

払
い
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
な

ど
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

申
立
書
類
の
書
き
方
な
ど
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
先
延
ば
し
に
せ
ず
、

身
内
の
方
と
話
し
合
っ
た
り
、
万

一
の
際
の
意
向
な
ど
を
書
き
記
し

て
お
き
ま
せ
ん
か
。

相
談
・
通
報
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
３
‐
１
２
０
７　

　

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
０
８
‐
３
４
２
６

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　

時
３
月
15
日
㈬

　

午
前
９
時
～
10
時
15
分

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

認
知
症
高
齢
者
等
を
か
か
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
交
流
会

時
３
月
15
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
方

定
15
人

　

参
加
す
る
際
は
、
手
指
消
毒
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
４
４
３
‐
１
２
０
７

　

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
０
８
‐
３
４
２
６

時
３
月
９
日
㈭           

　

①
午
後
１
時
30
分
～
２
時        

　

②
午
後
２
時
15
分
～
４
時        

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
①
作
業
療
法
士
に
よ
る
講
話    

　

 

「
ず
っ
と
健
康
で
い
る
た
め
に 

　
　

フ
レ
イ
ル
の
予
防
と
対
策
」        

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
園   

　

機
能
訓
練
指
導
員　

　

石
田　

琢
哉
先
生 

　

②
体
力
測
定                

　

・
握
力
測
定
・
10
ｍ
歩
行
速
度

　

測
定
・
起
居
動
作
・
歩
行
・
方

　

向
転
換
テ
ス
ト                

対
市
内
在
住
75
歳
以
上
で
日
頃
運

　

動
習
慣
の
少
な
い
方    

第
２
回
後
期
高
齢
者
の
体
力
測
定
会

第
２
回
後
期
高
齢
者
の
体
力
測
定
会

定
20
人
（
申
込
順
）            

申
３
月
１
日
㈬
よ
り
国
保
年
金
課

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。 

持
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

　

水
筒
、
老
眼
鏡
（
必
要
な
方
）

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
、
手
指
消

毒
・
検
温
を
会
場
前
で
行
い
ま
す
。

※
天
候
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
年
金
課

   

☎
４
４
３
‐
１
１
３
９

千葉地方協力本部
成田地域事務所HP自衛官募集HP

自 衛 官 募 集 案 内自 衛 官 募 集 案 内
募集種目 資　　　　格 受付期間

幹
部
候
補
生

一般
（大卒程度試験）

22歳以上26歳未満の者
※20歳以上22歳未満の者
　は大卒（見込含む）
※修士課程修了者など
　（見込含む）は28歳未満

①３月１日㈬〜
　　　　４月14日㈮

（音楽要員除く）
②３月１日㈬〜
　　　　６月15日㈭

（飛行要員除く）

一般
（院卒者試験）

20歳以上28歳未満の者
※修士課程修了者など
　（見込含む）

歯科・薬剤科
専門の大卒（見込含む）
20歳以上30歳未満の者
※薬剤科は20歳以上28歳
　未満の者

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の者
※32歳の者は採用予定月
　の末日現在、33歳に達
　していない者

①３月１日㈬〜
　　　　５月９日㈫
②７月１日㈯〜
　　　　９月５日㈫
③９月６日㈬〜
　　　　11月30日㈭

春
の
ゆ
う
ゆ
う
ま
つ
り
「
華
の
に
ぎ
わ
い
」

春
の
ゆ
う
ゆ
う
ま
つ
り
「
華
の
に
ぎ
わ
い
」

　

あ
で
や
か
な
舞
踊
と
華
や
か
な

フ
ラ
の
発
表
、
和
服
生
地
の
リ
メ

イ
ク
品
、
小
物
な
ど
を
展
示
販
売

し
ま
す
。

　

売
り
上
げ
の
一
部
は
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

時
３
月
３
日
㈮

　

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

内
利
用
者
に
よ
る
舞
踊
と
フ
ラ
の

　

発
表
・
利
用
者
の
手
づ
く
り
品

　

の
展
示
販
売

費
無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
影
響
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

　

☎
４
４
３
‐
５
２
１
１

問

申

時場

対定

時場 時場内対

定申持申

時場

内費問

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
‐
０
８
１
５



令
和

5
年

3
月

1
日

２
市

外
局

番
（

０
４

３
）

広
報

広
報
やや

ちち
まま

たた
４

日 月 火 水 木 金 土
１

古紙 B

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

可 燃 カ ン 可 燃 プラ容器 可 燃 ペット
古紙 A 古紙 D

９ 　10　 11 12 13 14 15

可 燃
金物等

可 燃
不 燃

可 燃 古紙 B古紙 C 電池・蛍光灯等
A・B

16 17 18 19 20 21 22

可 燃 カ ン 可 燃 プラ容器 可 燃 ペット
古紙 A 古紙 D

23/30 24 25 26 27 28 29

可 燃
ビ ン

可 燃
プラ容器

可 燃古紙 C 電池・蛍光灯等
C・D

 ４月
ごみ収集カレンダー（令和５年４月〜９月）

 ５月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ＊５　 ６

可 燃 カ ン 可 燃 古紙 B古紙 A
７ ８ ９ 10 11 12 13

可 燃
金物等

可 燃
不 燃

可 燃
ペット

古紙 C 電池・蛍光灯等
A・B 古紙 D

14 15 16 17 18 19 20

可 燃 カ ン 可 燃 プラ容器 可 燃 古紙 B古紙 A
21 22 23 24 25 26 27

可 燃
ビ ン

可 燃
プラ容器

可 燃
ペット

古紙 C 電池・蛍光灯等
C・D 古紙 D

28 29 30 31

可 燃 カ ン 可 燃

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

プラ容器 可 燃 古紙 B

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

可 燃
カ ン

可 燃
不 燃

可 燃
ペット

古紙 A 電池・蛍光灯等
A・B 古紙 D

11 12 13 14 15 16 17

可 燃 金物等 可 燃 プラ容器 可 燃 古紙 B古紙 C
18 19 20 21 22 23 24

可 燃
カ ン

可 燃
プラ容器

可 燃
ペット

古紙 A 電池・蛍光灯等
C・D 古紙 D

25 26 27 28 29 30

可 燃
ビ ン

可 燃 不 燃 可 燃古紙 C

 ６月

 ７月
日 月 火 水 木 金 土

１

古紙 B

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

可 燃
カ ン

可 燃 プラ容器 可 燃
ペット

古紙 A 古紙 D
９ 10 11 12 13 14 15

可 燃
金物等

可 燃
不 燃

可 燃 古紙 B古紙 C 電池・蛍光灯等
A・B

16 ＊17 18 19 20 21 22

可 燃 カ ン 可 燃 プラ容器 可 燃 ペット
古紙 A 古紙 D

23/30 24/31 25 26 27 28 29

可 燃
ビ ン

可 燃
プラ容器

可 燃古紙 C 電池・蛍光灯等
C・D

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

カ ン 可 燃 プラ容器 可 燃 古紙 B古紙 A
６ ７ ８ ９ 10 ＊11 12

可 燃
金物等

可 燃
不 燃

可 燃
ペット

古紙 C 電池・蛍光灯等
A・B 古紙 D

13 14 15 16 17 18 19

可 燃 カ ン 可 燃 プラ容器 可 燃 古紙 B古紙 A
20 21 22 23 24 25 26

可 燃
ビ ン

可 燃
プラ容器

可 燃
ペット

古紙 C 電池・蛍光灯等
C・D 古紙 D

27 28 29 30 31

可 燃 カ ン 可 燃 不 燃

 ８月

 ９月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

可 燃 古紙 B

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

可 燃
カ ン

可 燃 プラ容器 可 燃
ペット

古紙 A 古紙 D
10 11 12 13 14 15 16

可 燃
金物等

可 燃
不 燃

可 燃 古紙 B古紙 C 電池・蛍光灯等
A・B

17 ＊18 19 20 21 22 ＊23

可 燃
カ ン

可 燃 プラ容器 可 燃
ペット

古紙 A 古紙 D
24 25 26 27 28 29 30

可 燃
ビ ン

可 燃
プラ容器

可 燃古紙 C 電池・蛍光灯等
C・D

ご み 分 別 用 語 の 説 明
可　　　燃 紙類、布類、小さなプラスチック
金　物　等 金物・小型家電・硬質プラスチック

プラ容器（トレイ等）プラスチック製容器包装
不　　　燃 陶磁器、ガラスくず、分解できないものなど

電池・蛍光灯等Ａ・Ｂ かん電池・蛍光灯・ガスライター（Ａ・Ｂ地区の方）
電池・蛍光灯等Ｃ・Ｄ かん電池・蛍光灯・ガスライター（Ｃ・Ｄ地区の方）

ペ　ッ　ト ペットボトル
ビ　　　ン 飲料用びんなど

古紙・かん電池・蛍光灯・粗大ごみの地区割り

Ａ地区 一区、二区、三区、四区、七区、大東

Ｂ地区 朝日、文違、住野、榎戸、泉台、藤の台、喜望の杜、八街・榎戸学園台

Ｃ地区 五区、富山、大関、西林、夕日丘、真井原、みどり台、希望ケ丘、
ライオンズガーデン

Ｄ地区 六区、四木、滝台、山田台、沖、大谷流、小谷流、根古谷、岡田、
用草、勢田、東吉田、吉倉、砂、上砂、ガーデンタウン

古着や羽毛ふとん
などを引き取ります
　洗濯済みの衣類・靴
類・ベルト類・ぬいぐ
るみに分類してビニー
ル袋に入れ、羽毛ふと
んは、破れていたり、
汚れていないものをお
持ちください。　

ごみを直接搬入する際の
お願い
　ごみ袋に入るごみは分別
を行い、指定ごみ袋に入れ
て搬入してください。分別
ができていないと搬入をお
断りする場合があります。
　ごみの分別にご協力をお
願いします。

使用済み植物性食用油の収集
収集日　　毎月第２水曜日
収集場所　環境課・クリーンセンター・
　スポーツプラザ・中央公民館・老人福
　祉センター・南部老人憩いの家
※ペットボトルに入れてお持ちく
　ださい。
問クリーン推進課
　☎４４３−６９３７
問

＊祝日収集：５月５日㈮「可燃」
　クリーンセンターへの直接搬入はできません。

＊祝日収集：９月18日㈪「可燃」、９月23日㈯「ペット・古紙D」
　クリーンセンターへの直接搬入はできません。

＊祝日収集：７月17日㈪「可燃」
　クリーンセンターへの直接搬入はできません。

＊祝日収集：８月11日㈮「可燃」
　クリーンセンターへの直接搬入はできません。
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ご　

み　

収　

集　

場　

所　

に　

出　

せ　

る　

も　

の　

可
燃
ご
み

もやせるごみ
（乳白色）

月曜日
水曜日
金曜日

●台所の生ごみ（料理くず・残飯・卵のから・貝がら）●紙くず類（汚れた紙・ティッシュペーパーなど）
●繊維類（衣類・タオル・その他布類）●落ち葉や刈草●ゴム・革製品（バッグ類・靴・ゴム手袋・
長ぐつ）●ビニール類（ビニール袋・ラップ・ストロー）●アルミ箔●ビデオテープ・カセットテー
プ●プラスチック製容器包装で汚れが取れないもの
※生ごみは、水切りを十分行ってください。

剪定した
庭木や枝

●剪定した庭木や枝は乾かし、長さ 50㎝・直径 30㎝程度に束ねて、ひもでしばって
出してください。
※１回に出せる量は５束程度です。量が多い場合は、何回かに分けて出すか、クリー
ンセンターへ直接搬入してください。
※枝以外の角材などは、細かくして「もやせるごみ」の袋に入れてください。太さが 10
㎝以上の庭木や角材は、長さ50cmにしてクリーンセンターへ直接搬入してください。
※竹は長さ 50cm 以内にし、半分に割って、ひもでしばって出してください。

資
源
ご
み

カ　　　ン
（緑色） 第１・３・５火曜日

●ジュースやビールなどのスチール缶・アルミ缶●缶詰・菓子・粉ミルク・ペットフー
ドなどの缶
※中身を取り除き、水ですすいで出してください。
●使い切ったスプレー缶・エアゾール缶・カセットボンベなど
※スプレー缶などは、ガス抜きキャップでガスを出し切ってから穴をあけてください。
※カセットボンベは、カセットコンロなどで中身を完全に使い切ってから穴をあけてください。
※ガス抜き・穴あけは、屋外で風通しが良く、火の気のない場所で行ってください。

ビ　　　ン
（黄色） 第４火曜日 ●ジュース・酒・調味料・ジャム・コーヒーなどのビン

※中身を取り除き、水ですすいで出してください。フタは、その素材に応じて分別してください。
プラスチック製

容器包装
（透明）

第１・３・４木曜日
●プラマーク表示のあるプラスチック製の容器・包装（レジ袋・菓子やパンなどの袋・包装フィ
ルム・食品トレイ・卵などのパック・カップ麺やプリンなどの容器・ソースやシャンプーなどのボトル容器・
ビンやペットボトルなどのふた・発泡スチロール・野菜や果物の網袋など）
※どうしても汚れの取れないものは、「もやせるごみ」で出してください。

ペットボトル
（みず色） 第２・４土曜日

● PET マーク表示のあるジュース・お茶・飲料水・しょうゆなどのペットボトル	
※水ですすぎ、つぶして出してください。ラベルとキャップは、その素材に応じ「プ
ラスチック製容器包装」または「もやせるごみ」で出してください。

古　　紙
Ａ地区　第１・３火曜日
Ｂ地区　第１・３土曜日
Ｃ地区　第２・４火曜日
Ｄ地区　第２・４土曜日

●新聞・チラシ●雑誌類（梱包ビニールを取り除いた雑誌・週刊誌・表紙カバーを取り除いた単行本・
パンフレット・カタログ類）●ダンボール（ロウ引き段ボールを除く）●紙パック（牛乳などの紙パッ
クで内側が白いもの）●雑がみ（包装紙・菓子・たばこなどの紙箱・ビニールなどで加工していない紙袋・
名刺・封筒・コピー用紙・圧着はがきを除くはがき・トイレットペーパーやラップの芯など）
※上記の区分ごとに、紙ひもやビニールひもで十文字にしばる。（ガムテープ使用不可）
※古紙に粘着テープやビニール・配達伝票などがついている場合は取り除く。

再
生
ご
み

金          物
小 型 家 電

硬質プラスチック
（紫色）

第２火曜日

●金物（なべ・フライパン・他の製品から分別した金属類など金属全般）●リモコン（電池は取り除く）
●小型家電（炊飯器・ポット・ラジオカセットプレーヤー・ドライヤーなど指定袋に入る小型家庭電気製品）
※家電４品目（下欄参照）とパソコンは除く。
●傘は分解して、中の棒や骨の部分を入れてください。傘布は、「もやせるごみ」で
出してください。● CD・DVD の本体やケース
●硬質プラスチック（バケツ・洗面器・ごみ箱など硬い材質のプラスチック製品で鉄・ゴム・紙は取り除く）

有
害
ご
み

かん電池
（オレンジ色）Ａ・Ｂ地区　第２木曜日

Ｃ・Ｄ地区　第４木曜日

●かん電池●水銀体温計・温度計●電球●補助球●小型充電式電池●ガスライター
※透明なビニール袋でも使用可、小型充電式電池（リチウムイオン電池など）・ボタ
ン電池は、金属端子部をテープで絶縁して出してください。
※ガスライターは、中身のガスを使い切った後、分解して出してください。
※ガス抜きや分解は、屋外で風通しが良く、火の気のない場所で行ってください。

蛍光灯 ●環形（丸い輪）・直管形（棒状）・球形の蛍光灯
※ひもでしばるか製品の箱に入れて出してください。（ガムテープ使用不可）

不
燃
ご
み

もやせないごみ
（赤色） 第２・５木曜日

●ガラス類（板ガラス・レンズ・鏡・コップ）●陶磁器類（茶わん・皿・植木鉢）●分解できな
い品物（カミソリなど）●上記に分類できないもの　
※素材などが不明な場合は、クリーン推進課へお問い合わせください。

粗
大
ご
み

直接搬入（無料）
※運転免許証やマイナンバーカードな
ど公的な証明を提示してください。

●指定袋に入るごみは、分別し袋に入れて搬入してください。
　受付日時　　　月曜日～金曜日：午前９時～ 11 時 45 分・午後１時～４時 15 分
　（祝日を除く）　土曜日　　　　：午前９時～ 11 時 45 分

戸別収集（有料）
収集日
　Ａ地区　第１火曜日
　Ｂ地区　第２火曜日
　Ｃ地区　第３火曜日
　Ｄ地区　第４火曜日

①クリーン推進課に収集の予約をする。（１回の収集は３点まで。収集日８日前までに予約）	
※収集日８日前が祝日・振替休日の場合は、前日のクリーンセンター開場日となります。
②「粗大ごみ処理券Ａ券」を購入する。（１点につき、粗大ごみ処理券１枚が必要です）
③粗大ごみ処理券を粗大ごみに貼り、自宅の駐車場など収集車に積み込みやすい場所
　へ当日午前８時30分までに運んでおく。
※「粗大ごみ処理券Ａ券」は、取扱店、環境課、クリーン推進課で購入できます。
※引越などで家具類が多く出る場合は、クリーン推進課へお問い合わせください。
　 （指定ごみ袋に入り、ごみ収集場所に出せるごみは除きます）

※市で収集・処理できないごみ
　販売店、工事請負業者、専門業者、
メーカーなどにご相談ください。

●自動車・自動二輪（部品も含む）●タイヤ●バッテリー●オイル●灯油・ガソリン
●ガスボンベ●石、土（プランターの土も含む） ●消火器●農業用ビニール・農薬●コン
クリート、ブロック、レンガ●断熱材●石膏ボード●建築廃材●電子ピアノなど

家電
 ４品目

 ・エアコン
 ・テレビ
 ・冷蔵庫
　冷凍庫
 ・洗濯機
　乾燥機

家電４品目は、自分で解体などせずに家電リサイクル法に基づいた適正なリサイクルをお願いします。
①　買い換えをする小売店、または過去にその家電製品を購入した小売店に引き取りを依頼する。
　※「リサイクル料金（家電リサイクル券）」が必要です。収集 ･ 運搬料金は、小売店へお問い合わせください。
②　ご自分で指定引取場所へ問い合わせのうえ、直接持ち込む。
 ・㈱エコマイン　　　　　富里市十倉６０４番地５　　☎０４７６－９４－００５０
 ・日本通運㈱千葉東支店　佐倉市大作１丁目８番地７　☎４９８－０８５６
　※「家電リサイクル券」が必要です。
③　①または②ができない場合は、クリーン推進課に戸別収集を依頼する。
　※収集日の予約をする。（他の粗大ごみとあわせて３点まで）
　※収集日は粗大ごみ（戸別収集）と同じ日程です。
　※「家電リサイクル券」のほかに「粗大ごみ処理券Ａ券・Ｂ券」が必要です。
◎「家電リサイクル券」は、郵便局で発券しています。
◎「粗大ごみ処理券Ａ券・Ｂ券」は、環境課または、クリーン推進課で購入できます。
◎リサイクル料金は、家電リサイクル券センター（RKC）へお問い合わせください。☎︎０１２０−３１９６４０　

家庭用
パソコン

次のいずれかで処分してください。
 ・宅配便によりパソコンを無料回収します。
　リネットジャパンリサイクル㈱のホームページから申し込みしてください。
 ・パソコンメーカーが回収・リサイクルしますので、製造メーカーに直接申し込んでください。
 ・製造メーカーが不明なものや自分で組み立てたものは、
　一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会へお問い合わせください。　☎０３－５２８２－７６８５

家　庭　ご　み　の　分　け　方　・　出　し　方
◎ごみは分別して指定袋に入れ、収集日の午前８時 30 分までにごみ収集場所に出してください。

　詳しくは、市ホームページをご覧ください。問クリーン推進課　☎４４３−６９３７

粗大ごみ処理券料金表
A券 １点　550 円

B券

エアコン 1,430 円
テレビ 1,320 円
冷蔵庫・冷凍庫 1,980 円
洗濯機・乾燥機 1,760 円

リネットジャパン
リサイクル㈱

市ホームページ

一般社団法人
パソコン３R 推進協会
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ポ
リ
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ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
は
、

求
職
者
の
方
が
再
就
職
に
有
利
に

な
る
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
習

得
す
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
無
料

で
行
っ
て
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ま
す
。

募
集
科
・
訓
練
期
間

①
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

　

 

（
溶
接
・
荷
役
コ
ー
ス
）

　

５
月
生
（
６
カ
月
訓
練
）

②
産
業
機
械
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　

５
月
生
（
４
カ
月
訓
練
）

③
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
機
械
加
工
科

千
葉
県
立
八
街
高
等
学
校

　
　
　

令
和
５
年
度
聴
講
生
募
集

　

４
月
か
ら
１
年
間
、
本
校
の
授

業
を
生
徒
と
共
に
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

募
集
講
座
（
曜
日
・
定
員
）

　

中
国
語

　

 

（
木
曜
・
金
曜
日　

２
人
）

※
１
授
業
（
コ
マ
）
は
50
分
間
で
す
。

講
師

　

有
識
者
、
八
街
高
校
教
諭
な
ど

応
募
期
間

　

３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

　

面
接
を
含
ん
だ
説
明
を
行
い
ま

す
。
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

千
葉
県
立
八
街
高
等
学
校
教
務
部

　

☎
４
４
４
‐
１
５
２
３

　

６
月
生
（
６
カ
月
訓
練
）

場
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津

　

 

（
君
津
市
坂
田
４
２
８
）

対
離
職
中
ま
た
は
転
職
を
考
え
て

　

い
る
方

費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
の
み
自
己

　

負
担
１
～
２
万
円
程
度
）

募
集
期
間

①
②
２
月
13
日
㈪
～
３
月
28
日
㈫

③　

３
月
６
日
㈪
～
４
月
11
日
㈫

　

見
学
会
を
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
君
津
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
訓
練
課

　

☎
０
４
３
９
‐
５
７
‐
６
３
１
３

全国統一防火標語
　お出かけは　マスク戸締り　火の用心
 【住宅防火　いのちを守る　10のポイント】
４つの習慣
◆寝たばこは絶対しない、させない。
◆ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
◆こんろを使うときは火のそばを離れない。
◆コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策
◆火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは
　安全装置の付いた機器を使用する。
◆火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期
　的に点検し、10年を目安に交換する。
◆火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、
　衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。
◆火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置
　し、使い方を確認しておく。
◆お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方
　法を常に確保し、備えておく。
◆防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域
　ぐるみの防火対策を行う。

 【わが家の住宅用火災警報器、いますぐチェック】
◆住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や
　電池切れなどで、火災を感知しなくなることがある
　ため、とても危険です。10年を目安に交換しましょう。
◆ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をしま
　しょう。10年経っていなくても、故障などの場合は
　交換が必要です。
◆設置時期を確認してみましょう。火災警報器を設置
　したときに記入した「設置年月」または本体に記載
　されている「製造年」を確認してください。
 【地震の時、自動で電気を遮断できる
　　　　　　　　　感震ブレーカーをつけましょう】
◆東日本大震災における本震による火災全１１１件のう
　ち、原因が特定されたものが１０８件。そのうち過半
　数が電気関係の出火でした。地震が引き起こす電気
　火災とは、地震の揺れに伴う電気機器からの出火や
　停電が復旧したときに発生する火災のことです。
◆感震ブレーカーは、地震発生時に設定値以上の揺れ
　を感知したときに、ブレーカーやコンセントなどの
　電気を自動的に止める器具です。感震ブレーカーの
　設置は、不在時やブレーカーを切って避難する余裕
　がない場合に電気火災を防止する有効な手段です。
　簡易タイプのものであればホームセンターや家電量
　販店などでの購入が可能です。
問佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部予防課
　☎４８１－１２１７

市内各保育園、幼稚園、市内各保育園、幼稚園、
認定こども園、 小・中学校の認定こども園、 小・中学校の

卒業（卒園）式・入学（入園）式の日程卒業（卒園）式・入学（入園）式の日程

小・ 中 学 校 卒 業 式 入 学 式
市 立 小 学 校 ３月17日 ㈮ ４月12日㈬
市 立 中 学 校 ３月10日 ㈮ ４月11日㈫

幼稚園・認定こども園 卒 園 式 入 園 式
市 立 幼 稚 園 ３月16日 ㈭ ４月13日 ㈭
八街文化幼稚園 ３月16日 ㈭ ４月13日 ㈭
八街泉こども園 ３月15日 ㈬ ４月13日 ㈭
八街すずらん幼稚園 ３月13日 ㈪ ４月10日 ㈪
明徳やちまたこども園 ３月18日 ㈯ ４月１日㈯

保 育 園 卒 園 式
市 立 保 育 園 ３月23日 ㈭
生活クラブ風の村保育園八街 ３月18日 ㈯
八街かいたく保育園 ３月18日 ㈯

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、
　延期など変更する場合があります。

笹引小学校で模擬投票を実施しました笹引小学校で模擬投票を実施しました
　１月19日㈭、
笹引小学校の４
年生～６年生の
児童が実物の投
票箱や記載台な
どを使い、仮想
選挙「笹引市長
選挙」と題した
本番さながらの
選挙（模擬投票）
を体験しました。
　当日は、千葉県弁護士会の弁護士３人が仮想候
補者になりきり、模擬演説会を行った後、児童は
自ら仮想候補者の中から１人を決め、一票を投じ
ました。
　児童からは、  「実際の選挙が、どのように行わ
れているか知ることができて良かった」など、選
挙を身近に感じたとの感想が寄せられました。

令和５年春季全国火災予防運動実施令和５年春季全国火災予防運動実施
３月１日〜７日３月１日〜７日

問 時場内 問 場費 対

問

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
‐
０
８
１
５



令和 5 年 3 月 1 日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報広報ややちちままたた７

　　３月に初心者向け出張スマホ教室を開催
　参加費は無料でスマホの使い方や楽しさについ
て説明します。参加するには予約が必要です。
開催場所・日時
老人福祉センターゆうゆう
　毎週火曜日・木曜日（21日㈫を除く）
中央公民館
　毎週水曜日・金曜日（10日㈮を除く）
※時間など詳しくは予約時にご確認ください。
予約の電話番号（通話料無料）
　☎０８００－１１１－９４４２ （午前10時～午後６時）
※毎週月曜日は市役所でマイナンバーカード・マ
イナポイントの申請を支援しています。（予約不要）
問企画政策課　☎４４３－１１１４

子育て親子の交流の場子育て親子の交流の場
お
や
こ
サ
ロ
ン
『
ひ
ま
わ
り
』

時
祝
日
を
除
く
月
曜
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
朝
陽
幼
稚
園
内

対
就
学
前
の
幼
稚
園
・
保
育

　

園
に
通
園
し
て
い
な
い
お

　

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

☎︎
０
９
０‐４
４
２
０‐５
８
５
８

※
電
話
相
談
も
応
じ
ま
す
。

※
入
室
時
に
検
温
・
手
指
消

毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

　

☎
４
４
３
‐
１
６
９
３

市ホームページ

こ
ん
に
ち
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す

　
　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
健
康
増
進
課　
☎
４
４
３
‐
１
６
３
１

す
く
す
く
相
談　

※
予
約
制

　

保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
が
、
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

・
体
重
の
増
え
、
身
長
の
伸
び
が

　

気
に
な
る

 

・
ミ
ル
ク
の
飲
み
が
少
な
い
、
離

　

乳
食
が
進
ま
な
い

 

・
こ
と
ば
が
遅
い
、
発
達
が
心
配

 

・
歯
磨
き
が
上
手
に
で
き
な
い
な
ど

　

育
児
で
お
困
り
の
方
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

時
３
月
13
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
１
歳
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん

　

と
そ
の
保
護
者

持
母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル

　 

「
こ
ん
に
ち
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
す
」
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、

災
害
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

変
更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種

　
　
　

受
け
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
２
期

  

麻
し
ん
は
「
は
し
か
」
と
呼
ば

れ
、
急
性
熱
性
発
疹
性
の
感
染
症

で
特
異
的
な
治
療
法
は
な
く
、
脳

炎
や
髄
膜
炎
な
ど
の
重
い
合
併
症

に
よ
り
致
命
的
な
事
態
を
招
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

風
し
ん
は
、
妊
娠
早
期
に
妊
婦

が
感
染
す
る
と
胎
児
に
難
聴
・
心

疾
患
・
白
内
障
な
ど
の
障
害
を
残

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

小
学
校
就
学
前
の
年
長
児

接
種
期
限　

３
月
31
日
㈮

２
種
混
合

　

２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
は
、
乳
幼
児
期
に
１
期
と

し
て
受
け
た
３
種
混
合
ま
た
は
、

４
種
混
合
の
２
期
の
予
防
接
種
で
す
。

対
象
者　

11
歳
以
上
13
歳
未
満

　

ど
ち
ら
の
予
防
接
種
も
接
種
期

限
・
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
自

費
に
よ
る
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
接
種
が
お
済
み
で
な
い
方
は

体
調
の
よ
い
時
に
早
め
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

予
診
票
が
な
い
方
は
再
発
行
が

で
き
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
の
う
え
、
健
康

増
進
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　

も
し
、
あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え

て
い
た
ら
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　

大
切
な
人
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
相
談
窓
口
の
情
報
を

そ
っ
と
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
情
報
が
そ
の
人
の
力
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

千
葉
県
子
ど
も
･
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ち
ば
」

時
火
曜
～
日
曜
日
・
祝
日
の
月
曜
日

　

 

（
年
末
年
始
・
祝
日
の
月
曜
日　

　

の
翌
火
曜
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

☎
４
２
０
‐
８
０
６
６

千
葉
い
の
ち
の
電
話

電
話
相
談

時
24
時
間

　

☎
２
２
７
‐
３
９
０
０

対
面
相
談　

※
予
約
制

医
療
費
助
成
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
受
給
券
を

お
持
ち
で
す
か

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
保
護
者
を

対
象
に
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

る
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
助
成
方
法
は
現
物
給
付
方
式

で
す
。
健
康
増
進
課
で
「
子
ど
も

医
療
費
助
成
受
給
券
」
を
申
請
し

交
付
を
受
け
て
、
医
療
機
関
の
窓

口
に
受
給
券
と
健
康
保
険
証
を
一

緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診

し
た
医
療
機
関
に
自
己
負
担
金
を

支
払
い
ま
す
。

対
象
年
齢

　

０
歳
～
中
学
３
年
生

　

 

（
15
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最　

　

初
の
３
月
31
日
ま
で
）

自
己
負
担
金

　

通
院
１
回　

３
０
０
円

　

入
院
１
日　

３
０
０
円

　

 

（
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

　

は
無
料
）

時
当
面
の
間
、
対
面
相
談
は
月
曜

　

 

・
火
曜
・
金
曜
・
土
曜
日
で
す
。

　

 

（
祝
日
を
除
く
）

対
面
相
談
受
付
日
時

　

月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

正
午
～
午
後
２
時
30
分

　

☎
２
２
２
‐
４
３
３
１

問
社
会
福
祉
法
人
千
葉
い
の
ち

　

の
電
話
事
務
局

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

時
月
曜
～
金
曜
日

　

 

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

　

☎
２
６
３
‐
３
８
９
３

問
千
葉
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

保
険
調
剤　

無
料

  

受
給
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
校
生
な
ど
の
医
療
費
助
成

　

市
内
在
住
の
高
校
生
な
ど
の
保

護
者
を
対
象
に
、
健
康
保
険
が
適

用
さ
れ
る
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
助
成
方
法
は
償
還
払

い
方
式
で
す
。
医
療
機
関
に
支
払

っ
た
領
収
書
な
ど
を
申
請
書
に
添

付
し
て
、
支
払
日
の
翌
日
か
ら
２

年
以
内
に
健
康
増
進
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢

　

高
校
生
相
当
の
方

　

 

（
15
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

　

初
の
４
月
１
日
か
ら
18
歳
に
達

　

す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日

　

ま
で
）

自
己
負
担
金

　

通
院
１
回　

３
０
０
円

　

入
院
１
日　

３
０
０
円

　

 

（
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

　

は
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【３月 31日㈮まで】
診療日 診療時間 診療科目

月曜〜土曜日 午後７時〜翌日午前６時 小児科
内科日曜日・祝日・

年末年始
午前９時〜午後５時
午後７時〜翌日午前６時
【４月１日㈯以降】

診療日 診療時間 診療科目
月曜〜土曜日 午後７時〜 11 時 小児科
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年末年始

午前９時〜午後５時
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令和 5 年 3 月 1 日 ２市外局番（０４３） 広報広報ややちちままたた ８

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 相 談 コ ー ナ ー 　相 談 コ ー ナ ー 　 相談はすべて無料です。お気軽にご相談ください。相談はすべて無料です。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症の影響により中止となる場合があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症の影響により中止となる場合があります。

［法律相談（弁護士）］３月１日㈬・15日㈬
午後１時〜４時

総合保健
福祉センター

相談当日午前８時30分から電話で受付。先着10人まで。
申社会福祉協議会☎４４３–０７４８

［心配ごと相談］３月１日㈬・15日㈬
午後１時〜４時

総合保健
福祉センター 問社会福祉協議会☎４４３–０７４８

［司法書士相談］３月14日㈫
午後４時〜６時

総合保健
福祉センター

相談当日午前８時30分から電話で受付。先着６人まで。
申やちまた司法書士事務所☎３０８–４２２７

［ハローワークちば出張相談］３月14日㈫ 午前10時〜正午
３月24日㈮ 午後１時〜３時

総合保健
福祉センター

生活困窮世帯やひとり親家庭などが対象で各日先着４人まで。（予
約制）申社会福祉協議会内自立相談支援窓口☎３１２−０７６６

［気になる子どもの個別相談］３月27日㈪ 
午前 10 時〜正午・午後１時〜３時

総合保健
福祉センター

予約制で先着６人まで。
申社会福祉協議会☎４４３–０７４８

［ 年 金 相 談 ］３月16日㈭
午前 10 時〜正午・午後１時〜３時

総合保健
福祉センター

社会保険労務士が相談（書類の書き方なども含む）を受けます。
受付は午後２時30分まで問国保年金課☎４４３–１１３９

［交通事故相談］３月17日㈮
午前10時〜午後３時

総合保健
福祉センター

予約制で相談日の２日前までにご連絡ください。
申防災課☎４４３−１１１９

［人 権 相 談 ］３月23日㈭
午後１時〜３時

総合保健
福祉センター

人権擁護委員が相談を受けます。事前に電話連絡をお願
いします。問総務課☎４４３–１１１３

［行 政 相 談 ］３月23日㈭
午後３時〜５時

総合保健
福祉センター

行政相談委員が相談を受けます。事前に電話連絡をお願
いします。問総務課☎４４３–１１１３

［こころの健康相談］３月13日㈪
午後２時〜４時

総合保健
福祉センター

予約制。
申障がい福祉課☎４４３–１６４９

［弁護士相談（市税滞納者）］３月26日㈰
午後２時〜４時 納税課 予約制で先着６人まで。

申納税課窓口または☎４４３–１１１５

［家庭児童相談］毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜午後５時

総合保健
福祉センター

電話相談も受け付けます。
問子育て支援課☎４４３–１６９３

［学校教育相談］毎週月水金曜日（祝日を除く）
午前９時〜午後３時

八街市教育
支援センター

電話相談専用ダイヤル☎３１０–５０１７
問八街市教育支援センター☎４４３–８０４０

［家庭教育相談］毎週火〜木曜日（祝日を除く）
午前９時〜午後４時

中央公民館内
社会教育課 問社会教育課☎４４３–１４６４

［消費生活相談］毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午・午後１時〜４時 商工観光課内 問八街市消費生活センター☎４４３–９２９９

夜間および休日の市税納付・納税相談窓口夜間および休日の市税納付・納税相談窓口
時【夜間】3月7日㈫・14日㈫・28日㈫
　　　　　午後5時15 分〜8時
　　【休日】３月26日㈰　
　　　　　午前8時30分〜午後5時
場納税課　内市税の納付、納税相談
問納税課　☎４４３−１１１５

< 市役所の日曜開庁日 >
　今月は３月26 日㈰です。
　市民課・課税課・納税課・国保
年金課で業務の一部を取り扱います
のでご利用ください。（住民異動が伴
う業務・国民年金業務・後期高齢者医療
保険業務は取り扱うことができません）

１日・15日（毎月第１・第３水曜日）
場　　所 時　　間

文違コミュニティセンター 午後１時 40 分〜２時 00 分
榎戸第２児童公園付近（泉台）午後２時 20 分～２時 40 分
藤 の 台 集 会 所 午後２時 50 分～３時 10 分
みどり台第１児童公園 午後３時 30 分～３時 50 分

  ３月の移動図書館＜ひばり号＞巡回予定日時３月の移動図書館＜ひばり号＞巡回予定日時

2 日・16日（毎月第１・第３木曜日）
場　　所 時　　間

二 州 小 学 校 沖 分 校 午前 10 時 10 分～ 10 時 30 分
八 街 市 役 所 午後０時 40 分～１時 00 分
富山コミュニティセンター 午後１時 20 分～１時 40 分
市 営 住 宅 朝 陽 団 地 午後２時 00 分～２時 20 分

８日・22日（毎月第２・第４水曜日）
場　　所 時　　間

二 州 小 学 校 午後１時 10 分～１時 30 分
宮ノ原コミュニティセンター 午後１時 50 分～２時 10 分
上 砂 や す ら ぎ の 家 午後２時 20 分～２時 40 分
吉 倉 ガ ー デ ン タ ウ ン 午後３時 00 分～３時 20 分
希望ケ丘（コミュニティセンター隣）午後３時 40 分～４時 00 分

９日・23日（毎月第２・第４木曜日）
場　　所 時　　間

市 営 住 宅 笹 引 団 地 午前９時 40 分～10 時 00 分
大谷流子どもの遊び場 午後２時 00 分～２時 20 分
用 草 公 民 館 午後２時 30 分～２時 50 分
朝日区コミュニティセンター 午後３時 20 分～３時 40 分
※祝日は運休、暴風雨などの警報が発令された時は運行を中止します。

図書館に行ってみよう図書館に行ってみよう
図書館のホームページ　図書館のホームページ　https://www.library.yachimata.chiba.jp/https://www.library.yachimata.chiba.jp/

電話番号　043 − 444 − 4946（午前９時〜午後５時）電話番号　043 − 444 − 4946（午前９時〜午後５時）
< 今月の催し >
◇パラダイスシアター
　３月５日㈰　大河ドラマ　西郷どん　総集編１
　３月12日㈰　大河ドラマ　西郷どん　総集編２  
　３月19日㈰　ふしぎ駄菓子屋銭天堂　
　　　　　　　　二巻より第十六話～第二十話
　３月26日㈰　おくりびと
　上映開始時間：午前10時30分〜・午後２時〜

◇おはなし会ボランティア募集（随時受付）
　子どもたちにおはなしの世界を伝えることで、子ど
もと本をつなぐ活動に参加してみませんか？

活動期間　４月１日～令和６年３月31日
活動場所　図書館
活動内容　土曜日午後に開催するおはなし会の素話の
　　　　　語りと補助
応募資格　18歳以上の市内在住・在勤の方で、毎月第
　　　　　１火曜日午前の打ち合わせ・リハーサルに
　　　　　参加できる方
応募方法　図書館カウンターにて申込書を記入し提出
　　　　　してください。
＜今月の休館日 > 
　６・13・20・27・31

図書館
ホームページ

図書館は、休館日・祝日を除く毎週水曜日・
金曜日は午後７時まで開館しています。
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